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西武塾では、現在新型コロナウイルス感染拡大の影響により
オンライン講座を制作、配信しております。

今回は先日LIVE配信をおこなった谷津干潟でのいきものの様子を
西武塾サポーターが詳しくレポートします！

西武塾７月11日（日）「谷津干潟のいきもの」

夏空の下、谷津干潟自然観察センターへ
干潟にいるいきもの観察に行ってきました！

西武塾では、新型コロナウィルス感染防止のため、塾生参加の7月の実体験講座を中止し、
7月11日(日)に千葉県習志野市にある谷津干潟自然観察センターから、西武塾では初めてとなる
LIVE配信でオンライン講座を実施しました。

今回はその様子を西武塾サポーターの横尾威文がレポートします。

南船橋駅を出発！

西武塾サポーター 横尾威文さん

谷津干潟は駅から近く、周辺は住宅街！

干潟の周辺は住宅街！ 自然観察センターに到着！

谷津干潟は、JR京葉線南船橋駅からすぐ近くにあり、駅を出て歩道橋を渡るとすぐに干潟が
姿を現します。周辺を見てみると住宅街やマンションがあり、谷津干潟が街の中にあることに驚
きました。

歩いて約20分ほどで谷津干潟自然観察センターに到着しました。

谷津干潟自然観察センター内を散策！

谷津干潟グッズ販売中！ おすすめはカレーとラーメン！

自然観察センターに入ると、入口右手には「売店」、左奥にはカフェ「Café Oasis（カフェオ
アシス）」があります。

「売店」では谷津干潟限定の「ト―ネントートバッグ」・「やつひがたぬりえセット」・「一
輪挿し」のオリジナルグッズなどが販売されています。

「Café Oasis（カフェオアシス）」では「牛肉を煮込んだ野菜カレー」・「谷津干潟ラーメン
（ホンビノスガイ入り）」がおススメで、私もカレーをいただきましたが、少し辛かったものの
よく煮込まれた野菜の甘さもあり美味しいカレーでした。

皆さんもぜひ食してみてください。

1階観察スペース レンジャーコーナー レクチャールーム

図書閲覧コーナー 企画展示コーナー

奥に進んでいくと右側には「レンジャーコーナー」や谷津干潟について学べる「レクチャー
ルーム」、干潟を一望できる「観察スペース」があります。この観察スペースは1階と地下1階
と分かれており、1階からは干潟を見おろすことができ、地下1階は干潟とほぼ同じ目線で見る
ことができます。

地下へ降りていくと、右側には谷津干潟に関する図書が読める「図書閲覧コーナー」、左側に
は、社会的にも問題になっているマイクロプラスチックに関する資料や谷津干潟に飛来する鳥の
資料を展示した「企画展示コーナー」などがあります。

会場カメラ LIVE配信準備中！

今回、西武塾では初めてのLIVE配信を行いました。
会場カメラを設置し、当日視聴可能な塾生の皆さんとオンラインツールを使ってコミュニケー

ションを取りました。また、投票機能を使ったクイズなども実施し、干潟からの中継（LIVE配
信）を行いました。参加された塾生の皆さんは、オンラインツールの操作に慣れている様子で楽
しく受講いただきました。

会場での配信の様子 オンライン配信の様子

干潟に入りました！

チーフレンジャーの星野さん

いきもの探索中！

チーフレンジャーの星野さんからは干潟での注意事項について教えていただき、干潟に入りま
した。

【注意事項】
✓大きいカニを捕まえるときは、挟まれないように甲羅を指で押さえて動きを止めながら親指と

中指で甲羅を持ち上げること。
✓シャベルを使用するときは巣穴を壊さないように巣穴の周りにまっすぐに入れること。
✓満潮時に水深が深くなり、帰れなくなる場合があるため、決められた範囲内で行動すること。

干潟に入ると、いろいろな種類のいきものがたくさんいました。
その中でも動きの速いヤドカリはホソウミニナの貝がらを背負って地面のあちこちで動いてい

ました。
また、カニも1種類ではなく、はさみが大きいもの、目が大きいもの、目が長いものなどいろ

んな種類を見つけることができました。ただ、カニは物音がするとすぐに穴に隠れてしまうため、
捕まえるのが大変でした。

小さな穴を掘ってみると中から貝やゴカイもいました。
谷津干潟に飛んでくる鳥達は小さな穴にくちばしをいれて器用にゴカイを取って食べているそ

うです。

アシハラガ二 ヤドカリ ゴカイ

干潟で見つけた身近なゴミ問題！

流れてきたプラスチックゴミ

マイクロプラスチック

干潟のいきものを探しているうちにいくつかのプラスチックゴミを見つけました。
レンジャーの星野さんに聞くと定期的にお清掃はしているものの、ゴミはなかなか減らないそう
です。社会的にも問題になっているプラスチックゴミのポイ捨て問題・・・海が汚れるだけでな
く、捨てられたゴミが海の波にもまれて細かくなり（５㎜以下をマイクロプラスチックと呼びま
す。）、海のいきものが食べものと一緒に食べてしまうことで死に陥っています。

今、大人の私たちが子供たちにゴミの正しい捨て方について伝えていかないと何年後の海は今
よりももっと汚れてしまうのではないでしょうか。

ぜひ皆さんもこの現実を目で見て経験してほしいと感じました。

塾生へメッセージ

西武塾塾生の皆さんこんにちは、谷津干潟自然観察センターの小山です。
今年こそ、皆さんと一緒に干潟に入れると楽しみにしていましたが、今年も新型コロナウィルス
感染拡大の影響で、残念ながら中止となってしまいました。

谷津干潟では7月・8月の夏休み期間、多くのイベントを開催する予定です。
新型コロナウィルス感染症に注意しながら、ぜひご参加いただけたらうれしいです。

【協力サポーター紹介】
今回一緒に活動した８名の西武グループボランティアサポーターの皆さん

西武鉄道・プリンスホテル・西武建設・西武総合企画８名

西武塾事務局からのコメント

今回、西武塾として初のLIVE配信の様子を西武塾ホームページ内でオンデマンド講座として
配信しております。

今後も社会情勢を鑑みながら、実体験講座に向けて準備を進めてまいります。
早く塾生の皆さんとお会いできる日を楽しみしています。

初めてのLIVE配信！

LIVE配信中！


